
日本建築学会関東支部第 25 回提案競技 
「美しくまちをつくる、むらをつくる」 

「ナラティブからひもとくまちづくり」 

人の思いの集積が「まち」を形成し、「都市」を動かす 

 
 
「建築・まちづくり提案の部」  主催：日本建築学会関東支部 
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甲信越支部埼玉地域会 埼玉建築設計監理協会 埼玉県設備

設計事務所協会 
 

実在の市街地を対象に、今後の「まち」をテーマに建築・都市の専門家、地域に暮らす子どもから大

人までが参加する提案競技です。たてものやまちのことを皆で考え未来を創造する機会とします。以下

の 2部門において提案や作品を幅広く募集いたします。 

今回は熊谷市全域を対象として、日本建築学会関東支部と熊谷市、各種団体が協力し、公開審査（建

築・まちづくり提案の部のみ）、表彰、作品展示を行う予定です。 

 
①「建築・まちづくり提案の部」 建築を学ぶ学生、実務者、まちづくりに関わる方々を対象 
②「写真・絵画コンクールの部」 子どもから大人まで、熊谷の魅力と希望を引き出してくれる

方々を対象 
①「建築・まちづくり提案の部」 

課題：「ナラティブからひもとくまちづくり」 

「まち」とはそこで活動する人々が自らの思いを遂げ

るために作った建造物などが集まった場であり、人の

思いの集積が形になったものと言い換えることもで

きる。我々はそういう「思い」を自らの言葉で語り、

共有し「まち」を形成するような活動を成すために言

語化したものをナラティブと呼ぶことにした。 

日本建築学会関東支部埼玉支所では、昨年度（2023年

度）に熊谷市内各所で活動する多種多様なナラティブ

を聞き取り、体験し、報告書を作成した。そこに登場

するナラティブは、熊谷で活動し、熊谷を形成するナ

ラティブの一部でしかないが、そこから「まち」の本

質を伺い知ることができる。 

今回の建築・まちづくりコンペでは、そのような熊谷

市内で活動する様々なナラティブのあり方を手掛か

りに、熊谷をより裕な未来へと導く提案を求める。 

各ナラティブは、ある時期熊谷の一部を形成するが、

やがて別のナラティブに置き換わる性格の活動かも

しれないし、永続するとは限らない。従って今回の提

案競技で求める提案は、現在活動する具体的な団体や

活動にとらわれる必要はない。沢山のナラティブがせ

めぎ合い、からみあって都市を織り上げていると言う

視点をもって、熊谷というフィールドで、このまちに

触発されたあなたのナラティブをこのまちに埋め込

むことで、新たな熊谷の未来を創造していただきたい。 

斬新な提案を期待するが、荒唐無稽でない、時間と努

力によって実現性がある提案を期待している。 

全国的な人口減少の趨勢の中で、成長しなくても良い

都市において、ときめきと安らぎを感じながら生きる

方法が見つかるのではないかとも期待している。 

参考１：2023年度の日本建築学会関東支部埼玉支所に

よる活動「第21回 埼玉住まい・まちづくり交流展 ナ

ラティブ あなたのナラティブをメッセワークしま

せんか」の報告書 



（http://kanto.aij.or.jp/images/pdf/teian/2024/

21report.pdf 現地説明会当日に配布予定、上記URL

の他、埼玉支所のホームページにも掲載予定。） 

参考２：埼玉支所がFMクマガヤで提供しているラジ

オ番組『何度でも初回』のゲストとして、昨年度にご

参加いただいたナラティブの登場団体の関係者をお

招きしており、音源もアーカイブされています。 

（https://www.aij-branch-saitama.com/） 

背景及び熊谷の概要 

 熊谷は関東を代表する2大河川、利根川と荒川を市

域に有し、古くから人々が生活を営む地域であった。

源平合戦を描いた「平家物語」には熊谷直実、斎藤実

盛が英雄として描かれ、歌舞伎や能の演目となり、各

地に多くの伝承が残されている。江戸時代には、現在

の中心市街地が中山道の宿場町となり、その中でも有

数の規模を誇るなど、交通や水運の要衝として栄えた。 

長い歴史を背景に、熊谷には国宝の妻沼聖天山歓喜院

聖天堂をはじめとして、熊谷市域が経済・文化面で発

展していたことを示す宮塚古墳や、幡羅官衛遺跡群、

弥生時代の水田跡など多くの史跡や遺物が残されて

いる。また、古くから条里が施工され生産性の高い広

大な農地開発や、備前渠用水等、用水の整備により新

田開発が農業の発展をもたらした。豊富な湧水は酒造

業の展開にもつながった。明治時代には養蚕業の発展

と共に多くの製糸工場が立地し、同時に染色業も盛ん

で「熊谷染」という伝統技術は今に受け継がれている。 

関東一の祇園と言われる「うちわ祭り」、星渓園、聖

パウロ教会などの文化資産、県天然記念物に指定され

ているムサシトミヨ生息地である元荒川や葛和田の

渡し船、日本農業遺産に選ばれた比企丘陵などの自然

資産にも恵まれている。 

昭和8年に県下2番目に市制を施行し、昭和、平成の大

合併を経て、現在の市域となった。また、昭和20年8

月14日の深夜、熊谷空襲により中心市街地の大半が焼

失したが、戦後間もなく戦災復興土地区画整理事業が

行われ、市街地では整然とした街並みが形成されてい

る。昭和57年の上越新幹線開通によって新幹線停車駅

となり、道路整備では、国道17号、125号、140号、407

号が市内を通るなど、埼玉県北部の中核都市として風

格を高めてきた。 

人口約19万人、産業構造は、工業における製造品出荷

額、農業における農業産出額、商業における年間商品

販売額、いずれの分野も県内5位以内に位置する産業

都市である。東京までの距離は50㎞、熊谷の20㎞圏内

には8つの高速道路インターチェンジがあり交通の便

も優れている。 

中心市街地のインフラ整備は概ね完了しているが、人

口減少社会において熊谷の人口は漸減が続いている。

平成30年には国内最高気温となる41.1℃を観測し、日

本一暑いまちとしても頻繁にメディアに登場してお

り、「暑さ対策日本一」を目指した取組でも知られて

いる。現在、暑い中でも快適に楽しく、いきいきと活

動できるよう、デジタル手法も活用して、厳しい暑さ

に対応したまちの活性化に取り組んでいる。 

対象地域 

熊谷市全域 

参考1：熊谷市立地適正化計画における都市機能誘導

区域 

※都市機能誘導区域＝商業・医療・福祉等の都市機能

を都市の中心拠点や生活拠点に誘導・集約することに

より、各種サービスの効率的な提供を図る区域 

参考2：都市拠点：熊谷駅周辺 副都市拠点：籠原駅

周辺 

https://www.city.kumagaya.lg.jp/about/soshiki/t

oshi/toshikeikaku/kyokatodokede/ritteki.html 

現地説明会  

日時：2024 年 11 月 9 日（土） 10:30～15:30 頃 

場所：熊谷駅ビル・アズ熊谷 6 階 PLACE HALL 

※午前中は市街地の街歩き、午後はシンポジウムを

1） 着目した現状や計画条件を図や写真等を用いて、

わかりやすく説明してください。

2） 提案内容を、設計趣旨、図版（ダイヤグラム、配

置図、平面図、断面図、立面図、透視図、模型写

真等）を自由に組み合わせ、表現してください。

縮尺明記のこと。必須図面はありません。ただし、

予定しています。詳細は、日本建築学会関東支部埼

玉支所のホームページに掲載します。

（https://www.aij-branch-saitama.com/） 

ご案内はこちらから

要求図面など 

『提案図面』（A3サイズ、2枚）及び『提案概要書』

（A4サイズ、1枚）電子データ 

http://kanto.aij.or.jp/images/pdf/teian/2024/21report.pdf
http://kanto.aij.or.jp/images/pdf/teian/2024/21report.pdf
https://www.aij-branch-saitama.com/
https://www.city.kumagaya.lg.jp/about/soshiki/toshi/toshikeikaku/kyokatodokede/ritteki.html
https://www.city.kumagaya.lg.jp/about/soshiki/toshi/toshikeikaku/kyokatodokede/ritteki.html
https://www.aij-branch-saitama.com/
http://kanto.aij.or.jp/images/pdf/teian/2024/machiaruki2024.pdf


模型、ビデオ等は受け付けません。なお、設計趣

旨の概要を600字以内の文章にまとめ、10ポイン

ト以上の文字で図面中に記入してください。 

3） 『提案図面』 はA3サイズ、2枚（297㎜×420㎜、

サイズ厳守、変形不可、2枚つなぎ合わせることは

不可）以内。 

4） 『提案概要書』 はA4サイズ1枚（縦使い、文字は

10ポイント以上）に図版数点（任意）と提案趣旨

をレイアウトしたもの。 

5） 一次審査通過者は、二次審査（公開審査）にてパ

ワーポイント等を利用し、当日プレゼンテーショ

ンを行う。 

 

注意事項 

1） 『提案図面』 及び『提案概要書』 には、応募者

の氏名、所属等がわかるようなものを記入しない

で下さい。 

2） 他の設計競技等と二重応募になる作品、あるいは

既に発表された作品は応募できません。 

3） 応募作品は、本人の作品でオリジナルな作品であ

ることが必須です。 

 

応募資格 

建築を学ぶ学生、実務者、まちづくりに関わる方々、

まちづくりに関心をお持ちの方などの個人または団

体。ただし、一次審査を通過し二次審査へ進出するも

のは日本建築学会の個人会員（正会員、準会員）とし

ます。 

2025年1月10日(金)までに所定の入会手続き完了して

ない応募者は二次審査へ進出できません。なお、入会

資格は建築の関する学識・経験のある個人となってい

ます。詳しくは日本建築学会関東支部ホームページを

ご確認ください。共同制作者も同様です。 

 

提供資料 

現地説明会で配布する資料は、日本建築学会関東支部

ホームページに掲載します。熊谷市、共催者への直接

の資料請求はできませんので、ご注意ください。 

 

作品提出 

1） 提案図面（A3サイズ・2枚） 

2） 提案概要書（A4サイズ・1枚） 

3） 応募申込書（A4サイズ・1枚、必須事項：代表者・

共同製作者氏名・日本建築学会会員の方は会員種

別・会員番号・所属、代表者連絡先住所・電話番

号・E-mailアドレス） 

http://kanto.aij.or.jp/images/pdf/teian/202

4/entry-sheet2024.doc 

4） 電子データ（CD-R等、提案図面・提案概要書・応

募申込書のPDFファイルデータを記録） 

以上4点を一括して封筒に入れ、厳封の上で提出して

ください。 

 

提出方法 

1） 郵送・宅配便または持参とします。なお、郵便等

で提出される方で、受領通知が必要な方は、受領

通知用返信はがき（郵便はがきに代表者住所、氏

名を記入のこと）を同封してください。 

2） 応募作品は1案ごとに別々に提出してください。 

3） 応募締切：2024年12月24日(火)17時 

持参の場合は平日10時～17時に受け付けます。

（土・日曜、祝日は受け付けません）・郵送等の場

合は締切日時必着とします。 

4） 提出先：後述の問い合わせ・作品応募先へ提出 

 

審査方法および発表 

1） 第一次審査（非公開） 

審査委員会にて提案図面等を審査し、応募案の中

から第二次審査へ進出するノミネート作品を決

定。 

2） 第二次審査（公開） 

ノミネート者によるプレゼンテーションを実施

し、同日審査を行い、各賞を決定して発表します。

なお、代理によるプレゼンテーションは認めませ

ん。また、PCプロジェクターは会場にご用意しま

すが、コンピューターなどは各自でご用意くださ

い。 

日時：2025年1月26日(日) 14:00～17:00 

場所：熊谷駅ビル・アズ熊谷 6階 PLACE HALL 

3） 入賞者発表 

第一次審査の結果：審査後、日本建築学会関東支

部ホームページに公表、第二次審査に進出する

ノミネート者には個別に代表者に通知します。 

第二次審査の結果は、第二次審査会場にて発表し

ます。 

入賞作品、審査講評は後日、日本建築学会関東支

http://kanto.aij.or.jp/images/pdf/teian/2024/entry-sheet2024.doc
http://kanto.aij.or.jp/images/pdf/teian/2024/entry-sheet2024.doc


部ホームぺージに発表します。 

4） 入賞作品展示 

詳細未定、後日決定。 

 

審査委員会 

審査委員長：田中 智之（早稲田大学 教授） 

特別審査委員：小林 哲也（熊谷市長） 

審査委員  ：白江 龍三（埼玉支所長） 

審査委員  ：時田 芳文（埼玉支所 前支所長） 

審査委員  ：永峰 麻衣子（㈱永峰綜合計画事務所・

千葉大学非常勤講師） 

審査委員  ：小谷 隆幸（熊谷市都市整備部都市計画

課 主幹兼計画係長） 

実行委員長：原口剛（埼玉支所） 

 

賞 

最優秀賞  1点（賞状、副賞20万円） 

特 別 賞  1点（賞状、副賞10万円） 

優 秀 賞  3点（賞状、副賞5万円） 

佳 作  4点以内（賞状、記念品） 

 

著作権 

応募作品に関する著作権は各応募者に帰属します。た

だし主催者及び後援者が、この事業の主旨に即して入

賞作品を日本建築学会誌またはホームページに掲載、

図書の出版、展示等の公表のために用いる場合は、入

賞者及び後援者が『提出図面』および『提案概要書』

の全体あるいは部分を利用することについて承諾す

ることを前提とします。 

 

現地調査に当たり厳重注意事項 

・許可無く敷地や建物に立ち入らないこと。 

・写真を撮影する場合は、財産権 著作権 肖像権等十

分配慮すること。 

 

その他 

・入賞作品の提案につきましては、今後の熊谷のまち

づくりの参考とさせていただきますが、実現化につ

いては未定です。 

・応募作品および関係書類は返却しませんので、作品

の控えやデータは必ず保管してください。 

・審査に関する質疑は一切受け付けません。 

・応募規定に違反した場合は受賞を取り消すことが

あります。特に提出図面における表記には十分注意

し、著作権等に抵触しないように作成、確認するこ

と。 

・その他詳細は日本建築学会関東支部ホームページ

に掲載します。 

 

問い合わせ先・作品応募先 

日本建築学会関東支部 「提案競技・建築・まちづくり提

案の部」 係 

〒108-8414 東京都港区芝 5-26-20 

電話：03-3456-2050 E-mail：kanto@aij.or.jp 

http://kanto.aij.or.jp 

  

mailto:kanto@aij.or.jp
http://kanto.aij.or.jp/


②「写真・絵画コンクールの部」  

テーマ ： わたしたちのまち“くまがや” 

皆さんの熊谷への思いを伝えていただけるような写

真や絵画等を募集します。 

写真の切り貼りのコラージュや合成写真なども可で

す。 

熊谷の美しい風景や興味深い光景などを期待してい

ますが、政治家や事業家、都市計画家、まちの開発企

画を立案する人、建築家など、熊谷のまちを変えてい

く可能性がある人達に、「熊谷にはこんな素晴らしい

ものがあるから大切にしてね」とか「こういうものを

もっと盛り上げてほしい」などのメッセージが伝わる

ものは特に歓迎します。「未来の熊谷がこうなって欲

しい」と言う提案をしていただいても結構です。 

撮影時期、作成時期は問いませんが、未発表のもので

あることが条件です。原則として全作品を２次審査会

場に展示します。 

なお、審査は 小学校低学年、小学校中学年、小学校

高学年、中学生、一般の部（高校生含む）の5部門で

それぞれ進めますが、受賞作品選定に当たっては、賞

の性格を考慮して全体の中から選びます。 

 

対象地域 ： 熊谷市全域 

 

応募資格 

建築学会関東支部の域内（埼玉県、千葉県、神奈川県、

東京都、茨木県、栃木県、群馬県、山梨県）にお住まい

の小中学生及び一般（高校生含む）の方 

 

提出作品 

・写真の場合は２L サイズ、絵画等の場合は八つ切り

の大きさ（392 ㎜×271 ㎜）の画用紙以下の大きさ

であれば任意とします。用紙は任意です。 

１月 26 日に①「建築・まちづくり提案の部」の公

開審査会場に入選作品を展示します。 

・縦・横は自由です。 

・作品表面にお名前や学校など、個人を特定できる情

報を入れないでください。 

お名前、学年または年齢、連絡先（電話番号または

住所）、学校名等を記載した紙を裏面に剥がれない

ようにしっかりと貼り付けてください。 

 

 

審査委員会 

審査委員長：田中 智之（早稲田大学 教授） 

特別審査委員：小林 哲也（熊谷市長） 

審査委員  ：白江 龍三（埼玉支所長） 

審査委員  ：時田 芳文（埼玉支所 前支所長） 

審査委員  ：永峰 麻衣子（㈱永峰綜合計画事務所・

千葉大学非常勤講師） 

審査委員  ：小谷 隆幸（熊谷市都市整備部都市計画

課 主幹兼計画係長） 

 

賞 

市 長 賞    1点（賞状、副賞5千円の図書カード） 

最優秀賞 各部1点（賞状、副賞3千円の図書カード） 

優 秀 賞 各部2点（賞状、副賞2千円の図書カード） 

入   選 各部3点（賞状、副賞1千円の図書カード） 

 

提出方法 

1） 郵送・宅配便または持参とします。なお、郵便等

で提出される方で、受領通知が必要な方は、受領

通知用返信はがき（郵便はがきに代表者住所、氏

名を記入のこと）を同封してください。 

2） 応募作品は1案ごとに別々に提出してください。 

3） 応募締切は2024年12月24日(火) 17時、持参の場

合は平日10時～17時に受け付けます。（土・日曜、

祝日は受け付けません）・郵送等の場合は締切日

必着とします。 

4） 提出先：後述の問い合わせ・作品応募提出先へ提

出 

 

入賞者発表・表彰式 

2025年１月26日 ①「建築・まちづくり提案の部」

の公開審査会場にて発表します。また、日本建築学

会関東支部ホームページに掲載します（2025年1月末

予定）。 

表彰式： 

日 時：2024年1月26日(日) 13:00～14：00 

会 場：熊谷駅ビル・アズ熊谷 6階 PLACE HALL 

展 示：詳細未定、後日決定。 

 

著作権 

応募作品に関する著作権は各応募者に帰属します。

ただし、主催者、共催者及び後援者が、この事業の



主旨に即して入賞作品を日本建築学会誌またはホー

ムページに掲載、図書の出版、展示等の公表のため

に用いる場合は、入賞者およびその協力者は作品の

全体あるいは部分を利用することについて承諾する

ことを前提とします。 

 

その他 

・応募作品は返却いたしません。 

・作品の内容や図版類が、個人や団体を誹謗中傷した

り、他者の著作権に抵触するものでないことが条件

です。 

 

問い合わせ先・作品応募先 

日本建築学会関東支部 「提案競技・写真・絵画コンクー

ルの部」 係 

〒108-8414 東京都港区芝 5-26-20 

電話：03-3456-2050 E-mail：kanto@aij.or.jp 

http://kanto.aij.or.jp 

 

mailto:kanto@aij.or.jp
http://kanto.aij.or.jp/
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